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天
聴
距
離
の
測
定
法

京
都
大
二
天
文
園

（
二
）

山
　
崎
　
正
　
光

　
太
陽
の
距
離
ε
視
差
ミ
を
測
定
す
る
に
左
の
如
き
幾
多
の
方
法
が
あ

る
。

（
一
）
古
代
の
方
法

　
　
　
　
　
　
ア
リ
ス
タ
ー
カ
ス
の
方
法

　
（
二
）
　
三
角
法

　
　
　
　
（
イ
）
直
接
法

　
　
　
　
（
ロ
）
火
星
叉
は
小
惑
星
の
衝
の
利
用

　
　
　
　
（
ハ
）
金
星
の
太
陽
面
経
過
の
観
測

　
（
三
）
　
引
力
法

　
　
　
　
（
イ
）
　
月
の
蓮
動

　
　
　
　
（
ロ
）
地
球
の
金
星
嘘
火
星
に
及
ぼ
す
驚
動

（
四
）
　
光
線
速
力
の
慮
用

第
一
の
ア
リ
ス
タ
ー
カ
ス
の
方
法
は
第
一
圖
に
よ
っ
て
已
に
説
明
せ

る
如
く
理
論
ε
し
て
江
府
な
き
も
實
際
の
観
測
に
適
せ
ざ
る
も
の
で
あ

る
。　

第
二
の
三
角
法
に
於
て
太
陽
の
距
離
を
直
接
に
測
る
こ
こ
は
太
陽
の

距
離
の
非
常
に
多
き
が
故
に
第
二
圓
の
月
に
於
け
る
如
く
地
球
上
の
二

爵
位
で
は
基
線
が
小
に
過
ぎ
て
用
を
な
さ
す
且
太
陽
熱
の
爲
観
測
器
に

（
山
ハ
）

甚
し
き
誤
差
を
生
す
る
が
故
に
此
方
法
は
全
く
橿
値
な
き
者
で
あ
る
6

　
次
に
火
星
の
衝
の
時
地
球
ε
火
星
の
距
離
　
測
定
し
從
っ
て
太
陽
の

距
離
を
知
る
の
方
法
は
最
よ
き
方
法
の
一
で
あ
る
。
太
陽
、
地
球
、
火

星
の
位
置
が
一
直
線
に
な
っ
た
時
を
火
星
の
衝
こ
云
ひ
其
最
地
球
に
近

き
時
は
其
距
離
太
陽
・
こ
地
球
S
の
距
離
の
三
分
一
餓
で
あ
る
か
ら
翻
測

の
誤
差
も
三
分
一
位
で
つ
あ
て
顔
る
好
結
果
を
得
る
。

　
其
一
つ
の
方
法
は
地
球
上
赤
道
附
近
の
一
気
に
在
っ
て
火
星
が
東
の

地
李
線
に
上
る
時
火
星
ε
其
近
傍
の
恒
星
の
位
置
を
正
確
に
測
る
。
郎

第
三
圖
に
於
て
A
M
a
は
火
星
の
東
地
李
線
に
在
る
時
地
球
上
の
A
鮎

よ
り
火
星
を
天
球
に
見
透
し
た
る
一
直
線
で
あ
っ
て
望
湛
鏡
の
視
野
中

に
火
星
の
近
傍
に
1
2
3
…
…
ξ
藪
個
の
星
が
見
へ
、
A
瓢
よ
り
見
た

∵
▲
締
誤
解
麟
轍

を
以
て
正
確
に
測
定
す
る
。
次
に
十
二
時
間
を
経
ば
地
球
の
自
韓
に
よ

の
観
測
者
は
B
黙
に
廻
の
火
星
は
西
の
壁
皿
線
に
浸
す
る
時
ミ
な
る
。

其
時
火
星
を
天
球
に
見
透
し
た
る
線
は
B
M
b
ε
な
り
火
星
は
第
二
ざ

第
三
の
星
の
間
に
見
へ
る
。
故
に
角
a
M
b
叉
は
A
M
B
は
測
微
器
に

よ
る
測
定
か
ら
し
て
知
る
こ
ε
が
出
來
る
。
叉
地
球
A
8
二
錨
間
の
距

離
は
計
算
に
よ
っ
て
幾
キ
ロ
あ
る
か
穿
判
る
。
故
に
三
角
法
に
よ
り
て

A
M
の
距
離
は
キ
ロ
又
は
哩
等
を
以
て
表
す
こ
ε
が
出
塁
從
っ
て
地
球

中
心
よ
り
の
距
離
鍛
　
も
判
る
の
で
あ
る
。
油
画
測
に
用
ひ
ら
れ
し
最
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よ
き
機
械
は
ヘ
リ
オ
ミ
ー
タ
ー
ミ
呼
ぶ
望
遠
鏡
の
桶
種
で
あ
る
。

　
右
の
如
く
に
し
て
火
星
の
距
離
が
判
れ
ば
火
星
ミ
太
陽
－
こ
の
距
離
を

見
出
し
そ
れ
よ
り
地
球
ε
火
星
－
こ
の
距
離
を
引
き
去
れ
ば
燧
に
地
環
ぐ
」

太
陽
・
こ
の
距
離
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

火
星
ε
太
陽
の
距
離
を
知
る
方
法
は
太
陽
系
統
に
於
け
る
一
般
の
惑

星
の
距
離
を
知
る
方
法
で
あ
る
が
故
に
左
に
読
明
す
る
。

　
一
般
に
惑
星
の
公
韓
周
期
を
知
れ
ば
其
惑
星
が
一
公
韓
を
な
し
乾
る

時
の
太
陽
離
角
を
知
れ
ば
其
距
離
を
知
る
こ
ミ
が
出
猛
る
。

　
今
第
四
圖
に
於
て
S
を
太
陽
ミ
し
E
、
M
を
そ
れ
ぐ
地
球
、
火
星

ミ
す
。
火
星
の
周
期
は
六
百
八
十
六
日
九
五
で
地
球
の
周
期
の
三
百
六

凶
M・gg．ii．

砺
に
於
け
る
火
星
の
離
角
s
馬
M
、

ε
が
出
論
る
。
菰
角
は
島
S
現
地
球
が
四
十
三
日
五
八
に
て
専
管
す
る

角
度
で
あ
っ
て
大
凡
四
十
三
度
で
あ
る
。

　
叉
邊
軌
s
、
耽
s
は
地
球
軌
道
の
牟
径
で
あ
っ
て
其
距
離
を
天
文
軍

位
ε
す
る
。
此
時
は
未
だ
其
長
サ
を
キ
ロ
叉
は
哩
に
て
云
ひ
表
す
こ
ε

　
十
五
日
二
六
の
二
催
に
は
空
士
二
日

　
五
八
足
ら
な
い
。
今
或
日
観
測
を
初

石
め
た
時
火
星
、
地
球
、
太
陽
の
位
置

四
が
M
E
S
に
在
っ
た
ミ
せ
ば
火
星
が

圖
一
周
し
て
再
び
元
の
M
貼
に
來
た
時

　
は
地
球
は
ま
だ
元
の
瑞
に
來
ら
す
し

　
て
馬
に
在
る
筈
で
あ
る
。
然
ら
ば
臥

　
　
S
恥
M
は
観
測
に
よ
っ
て
知
る
こ

は
出
身
な
い
。
然
ら
ば
三
角
形
恥
S
璃
に
於
て
二
邊
爽
角
が
知
れ
て
居

る
が
故
に
第
三
至
愚
馬
の
長
サ
を
天
文
輩
位
で
表
す
こ
ミ
が
出
写
る
。

噌
久
角
S
瑞
島
、
S
耽
瑞
も
知
れ
躍
從
っ
て
角
M
雀
型
、
M
恥
瑞
も
知
’
れ
る

故
に
三
角
形
M
㌫
軌
を
解
す
る
こ
ε
が
出
來
、
M
島
、
M
島
の
長
サ
を

知
る
こ
・
こ
が
承
平
る
。
然
ら
ば
三
角
形
M
臥
s
を
解
さ
ろ
こ
ε
す
出
來

M
s
の
距
離
脚
太
陽
火
星
の
距
離
を
天
文
輩
位
で
云
ひ
表
す
よ
う
に
な

る
。
課
長
サ
大
凡
一
、
五
二
三
天
文
藁
葺
で
あ
る
。

　
然
る
に
書
入
は
前
述
の
火
星
観
測
か
ら
し
て
地
球
ε
火
星
の
距
離
が

幾
キ
ロ
あ
る
か
霊
云
ふ
こ
ε
を
知
っ
て
居
る
。
そ
し
て
叉
此
方
法
に
よ

っ
て
火
星
ミ
地
球
の
距
離
が
幾
天
文
軍
書
で
あ
る
か
も
知
っ
た
。
故
に

此
天
測
叩
早
位
を
キ
ロ
に
換
算
せ
ば
火
星
ε
太
陽
の
距
離
も
亦
キ
ロ
を
輩

位
－
こ
し
て
云
ひ
表
す
こ
ε
が
三
井
る
。
故
に
そ
れ
よ
の
地
球
．
火
星
の

距
離
を
引
き
去
れ
ば
地
球
、
太
陽
の
距
離
を
知
る
こ
ε
が
出
來
る
の
で

あ
る
。

　
此
火
星
の
衝
を
利
用
す
る
方
法
か
ら
英
國
の
故
ギ
ル
氏
は
千
八
百
七

十
七
年
に
太
西
洋
中
の
ア
ツ
セ
ン
シ
ヨ
ン
島
で
観
測
し
三
百
五
十
の
測

定
か
ら
し
て
勇
奮
の
覗
差
を
。
。
・
、
、
『
・
。
・
。
伸
ρ
、
δ
眼
ミ
し
た
。
今
日
用
ひ

ら
る
る
八
秒
八
に
甚
だ
近
き
償
で
あ
る
。

　
火
星
は
赤
色
を
欝
び
且
大
サ
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
星
を
哺
瓢

ミ
し
て
見
る
こ
§
か
出
來
な
い
。
從
っ
て
測
微
落
を
用
ひ
て
甚
だ
正
確

に
測
定
す
る
こ
ぐ
“
が
出
來
叡
い
。
欝
欝
に
於
て
は
小
惑
星
な
ら
ば
光
が

一
鮎
に
麺
ぎ
な
い
故
に
非
常
に
正
確
の
測
定
が
遺
篇
る
。

（
七
）
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小
惑
星
中
エ
ロ
ス
は
地
球
に
最
接
近
せ
る
時
他
の
惑
量
よ
り
も
近
く

僅
に
二
千
二
百
萬
キ
ロ
に
過
ぎ
な
い
。
至
っ
て
小
な
る
惑
星
で
あ
っ
て

直
径
三
十
キ
ロ
を
幽
で
な
い
。
之
を
寓
眞
に
撮
っ
た
も
の
よ
り
し
て
ク

ン
ゾ
リ
ヂ
下
米
の
ヒ
ン
ク
ス
は
太
陽
の
視
差
を
。
。
．
、
、
。
。
8
任
。
・
こ
0
8
蝿
、
こ

し
た
。
叉
リ
ッ
ク
天
文
墓
の
測
定
で
は
。
。
・
こ
。
。
o
『
こ
な
っ
た
。
驚
く
べ

き
正
確
な
も
の
で
あ
る
。

　
金
星
の
太
陽
面
経
過
を
利
用
し
た
る
方
法
に
は
ハ
レ
ー
ε
ダ
イ
ス
ル

の
方
法
が
あ
る
。
ダ
イ
ス
ル
の
方
法
に
從
へ
ば
地
球
上
赤
道
に
於
て
二

鮎
を
撰
び
観
・
測
器
は
正
確
に
其
位
置
の
纏
度
を
知
り
從
っ
て
正
確
に
グ

リ
ニ
ヅ
チ
李
均
時
を
知
る
こ
「
こ
の
出
來
る
よ
う
に
す
る
。
今
一
方
の
観

測
者
が
金
星
の
太
陽
面
に
毒
し
た
時
の
時
間
を
知
り
、
宿
次
に
第
二
の

観
測
者
が
金
星
の
太
陽
面
に
銘
し
た
時
の
時
間
を
知
る
。
然
ら
ば
第
一

観
測
者
が
見
た
時
の
金
星
の
位
置
－
こ
第
二
観
測
者
が
見
た
時
の
金
星
の

位
置
は
太
陽
か
ら
見
た
時
は
丁
度
地
球
の
角
直
径
に
な
る
。
何
、
こ
な
ら

ば
二
観
測
者
の
位
置
は
東
西
に
地
球
の
直
径
に
近
き
程
離
れ
た
る
場
所

を
撰
ん
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
此
角
直
径
は
親
差
の
二
倍
S
な
る

の
で
あ
る
。
然
る
に
金
星
が
合
よ
り
合
ま
で
の
周
期
は
五
百
八
十
四
日

な
る
が
故
に
今
此
爾
者
間
の
観
測
の
時
間
の
差
よ
り
し
て
其
太
陽
よ
り

見
た
る
角
を
計
算
せ
す
帥
覗
差
の
二
倍
ミ
な
る
の
で
あ
．
る
。
ニ
ュ
ー
コ

ム
は
千
八
百
七
十
四
年
及
千
八
百
八
十
八
年
の
時
の
金
星
経
過
の
観
測

か
ら
し
て
太
陽
視
差
を
Q
。
．
奇
簿
S
算
出
し
た
。

　
第
三
の
引
力
法
に
於
て
太
陽
の
月
に
及
ぼ
す
引
力
は
月
が
太
陽
に
近

（
入
）

き
時
々
新
月
の
頃
は
満
月
の
頃
よ
り
も
大
で
あ
る
。
故
に
初
の
牟
月
の

間
は
月
の
言
動
は
遅
れ
終
の
訳
補
の
間
は
同
じ
程
度
に
速
く
な
る
。
此

蓮
動
よ
り
計
算
す
れ
ば
太
陽
の
視
差
を
知
る
こ
ご
が
出
子
る
。

　
吹
に
地
球
の
金
星
ご
火
星
に
及
ぼ
す
囁
動
に
よ
っ
て
太
陽
の
視
差
を

豊
門
す
の
方
法
は
最
よ
き
方
法
の
一
で
あ
る
。
ル
ベ
リ
エ
ー
の
如
き
は

此
方
法
ご
金
星
の
太
陽
面
経
過
の
方
法
－
し
を
比
較
し
後
者
は
殆
言
値
な

き
も
の
で
あ
る
ご
ま
で
云
っ
た
。
然
し
此
方
法
は
総
理
天
文
に
平
し
一

般
讃
者
に
は
興
味
無
き
も
の
一
こ
思
ふ
が
放
に
説
明
し
な
い
。

　
第
四
は
光
線
速
力
の
磨
用
で
あ
る
。
光
線
に
速
力
の
あ
る
ミ
云
ふ
こ

ミ
は
千
六
百
七
十
五
年
に
パ
リ
天
文
皇
の
ロ
ー
メ
ル
が
木
星
衛
星
の
蝕

の
観
測
か
ら
知
っ
た
．
の
で
あ
る
。
木
星
ミ
地
球
ミ
接
近
せ
る
時
に
観
測

し
た
る
蝕
の
晴
間
は
木
星
ξ
地
球
が
遠
ざ
か
る
に
從
っ
て
薫
れ
る
こ
ε

を
知
り
憐
れ
必
光
線
に
速
力
が
有
る
か
ら
で
あ
る
ε
し
た
。
之
は
事
實

で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
光
線
の
速
力
は
一
秒
二
十
九
萬
九
千
八
百
六
十

キ
ロ
あ
る
ざ
せ
ら
れ
て
お
る
」

L
㊦
轡
籔
無
謙

　
　
　
　
　
匂
　
　
　
　
碗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
於
て
地
球
が
恥
に
あ
る
ε
き
木
星

衛
星
の
蝕
を
観
測
し
次
に
地
球
が
恥
に
廻
．
韓
し
島
馬
は
地
球
太
陽
の
距

離
S
馬
ミ
同
じ
距
離
に
あ
る
時
再
び
木
星
衛
星
の
蝕
を
観
測
す
。
然
ら

ば
恥
に
て
得
九
る
蝕
の
時
間
は
耽
に
て
得
た
る
時
間
よ
り
も
長
き
こ
ミ
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、
な
る
。
此
時
間
は
地
球
が
瑞
恥
帥
地
球
太
陽
の
距
離
な
る
S
耳
の

距
離
に
於
け
る
光
線
の
要
す
る
時
間
で
あ
る
か
ら
之
に
よ
っ
て
地
球

太
腸
の
距
離
…
を
知
る
こ
一
こ
が
出
來
る
。

　
此
外
光
の
ア
バ
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
一
こ
を
得
。

　
以
上
数
種
に
よ
っ
て
得
た
る
太
陽
視
差
を
左
に
示
す
。

火
星
に
よ
る

エ
ロ
ス
に
よ
る

引
力
に
よ
る

ア
バ
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
よ
る

木
星
衛
星
の
蝕
に
よ
る

八
秒
八
〇
七
座

…難
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
ド
く
）

0
　
0
　
　
0
　
1
一
己

テ
ィ
ヒ
ヨ
・
ブ
ラ
へ
の

生
涯
ご
事
業

ト
　
ロ
　
ン
　
ト

前
號
よ
り
の
績

R
・
A
・
グ
レ1

　
其
頃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
大
不
安
の
時
期
を
繧
過
し
つ
、
あ
っ
た
Q
セ
ン

ト
・
バ
ル
ト
愚
民
オ
の
噌
殺
は
一
五
七
二
年
の
八
月
二
十
五
目
に
起
つ

た
。
そ
し
て
同
年
十
一
月
テ
イ
ヒ
ヨ
は
か
の
新
星
な
鉄
器
す
る
始
め
の

入
で
あ
っ
た
。
此
の
星
に
關
す
る
彼
の
揚
言
の
爲
め
に
其
の
死
後
で
さ

え
も
可
な
り
の
名
聲
が
彼
に
加
は
つ
た
。
彼
は
次
の
如
く
公
言
し
た
。

即
ち
『
ヒ
ツ
パ
ー
カ
ス
の
新
星
が
ギ
リ
シ
ャ
帝
國
の
滅
亡
ミ
ロ
ー
マ
帝

國
の
勃
興
を
示
め
し
た
様
に
、
一
五
七
二
年
の
新
星
も
政
治
界
並
に
宗

教
界
に
於
け
る
大
魚
化
の
前
兆
で
あ
る
べ
き
だ
。
ロ
マ
教
の
如
き
入
民

を
引
き
付
け
た
「
木
星
」
の
光
彩
噛
こ
華
麗
に
充
ち
た
宗
教
は
失
せ
去
り
。

黄
金
時
代
が
導
き
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
古
る
遊
星
の
合
の
後
に
一

五
九
二
年
頃
一
偉
入
物
が
出
現
し
．
＝
ハ
三
二
年
に
其
の
極
大
の
影
響
が

感
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
」
ざ
。
從
っ
て
世
入
は
此
の
豫
言
が
一
五
九
四

年
に
生
れ
、
噌
六
三
二
年
に
死
ん
だ
グ
ス
タ
バ
ス
、
ア
ド
ル
フ
ア
ス
に

言
及
せ
る
も
の
ε
信
じ
た
。

　
凡
て
是
れ
は
中
世
紀
時
代
に
於
て
は
如
何
に
占
星
術
，
こ
天
文
學
－
こ
が

混
合
し
て
み
た
か
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
老
年
に
至
っ
て
テ
イ
ヒ
ヨ
は

慮
々
に
し
て
彼
の
助
を
求
め
た
猫
逸
の
諸
王
及
び
貴
族
の
蓮
勢
を
ト
す

る
事
を
拒
ん
だ
が
彼
の
友
人
で
且
つ
愛
顧
者
で
あ
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
の

フ
レ
デ
リ
ツ
ク
ニ
世
の
同
様
な
諸
要
求
に
封
し
て
彼
は
常
に
喜
ん
で
お

聞
き
し
た
。
か
く
し
て
彼
は
自
分
に
大
ま
か
に
與
へ
ら
れ
た
賜
物
ミ
金

圓
－
こ
を
も
っ
て
す
る
深
甚
な
王
の
御
親
切
に
封
し
て
酬
ゆ
る
事
が
出
來

た
。
天
文
學
は
山
際
に
テ
イ
ヒ
ヨ
の
嗜
好
に
ミ
つ
て
占
星
術
以
上
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
テ
イ
ヒ
ヨ
・
ブ
ラ
へ
は
著
述
を
な
す
事
に
よ
り
彼
の
創
作
力
ざ
會
肚

の
慣
習
を
度
外
視
す
る
事
を
示
め
し
た
。
三
時
は
身
を
卑
下
し
て
書
物

を
も
の
す
る
ξ
云
ふ
襟
な
事
は
貴
族
に
は
ふ
さ
は
し
く
な
い
ミ
考
へ
ら

（
九
）


